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1 .はじめに 表 2 科目の単位、時間数、開講時期

平成 22年 4月、成人看護学領域の教員とし

て赴任した。平減 22年度は、成人看護学領域

の教員 6名のうち 4名が新規に、うち 2名が

年度途中の採用となった(表 1)。このような

状況の中、成人看護学領域および全領域の教

員が担当している科目(表 2)のうち、前期

にフィジカノレアセスメント (2年次)、へノレス

アセスメント (3年次)、看護学特論 (3年次)、

総合看護学実習 (4年次)、後期に成人看護学

援助論 1 (2年次)、成人看護学実習 1 (3年

次)、通年で卒業研究 (4年次)を担当した。

そのうち、成人看護学援助論 I、成人看護学

実習 Iについては、科目の主担当となった。

担当科目には、フィジカルアセスメントなど、

これまでに教育した経験のないものも含まれ

ていた。また、平成 21年度よりカリキュラム

が改正されており、平成 22年度の 2年次生と

3"""'"'4年次生はカリキュラムが異なっていた。

ここで採用 1年目の教育活動を振り返り、今

後の教育に活かしたいと考える。上記のうち、

成人看護学領域が担当している 5科目につい

て実践報告を行う。

表 1 平成 22年 成人看護学領域における

教員構成の変動

3月 4月 9月 10月

教授 教授 教授 教授

講師 講師 講師退職 助教採用

講師退職 講師採用 講師 講師

講師退職 講師採用 講師 講師

助教 助教 助教 助教

助教退職 助教採用 助教

科目 単位 時間 平成 22年度

数 の開講時期

成人看護学概論 1 30 2年前期

フィジカルアセスメ
1 30 2年前期

ント

ヘルスアセスメント 1 30 3年前期

看護研究概論 1 30 3年前期

看護学特論 1 30 3年前期

総合看護学実習 2 90 4年前期

成人看護学援助論 I 2 60 2年後期

成人看護学援助論 E 2 60 2年後期

成人看護学実習 I 3 135 3年後期

成人看護学実習 E 3 135 3年後期

卒業研究 2 60 4年通年

n.科目ごとの実践報告

1. フィジカノレアセスメント a ヘルスアセス

メント

平成 21年度よりカリキュラムが改正され

たことに伴い、新カリキュラムのフィジカノレ

アセスメント (2年次)と、旧カリキュラム

のへノレスアセスメント (3年次)が平成 22年

度は同時進行となっていた。

この科目の目的は、教育要項から「フィジ

カノレアセスメントに関する知識@技術を習得

することにより、統合体としての対象者を包

括的にアセスメントし、看護実践に活用でき

る能力を養う Jことである。複数で担当し、

フィジカルアセスメントの考え方、基本技術

などの講義の後、胸部・肺のフィジカノレアセ

スメントから 5項目に分けて 2週連続の講

義・演習を繰り返す形式となっている(表 3)。
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表 3 フィジカノレアセスメント・ヘルスアセ

スメント授業計画

回 授業内容 授 業

形態

1 1. フィジカルアセスメントの考え方 講義

1)看護におけるフィジカルアセスメント

とは

2 )アセスメントのプロセス

2 2. 問診・インタピュー 講義

3. へノレスヒストリー(健康歴)

3 4. フィジカノレアセスメントの基本技術 講義

視診、触診、打診、聴診

5.全身のフィジカルアセスメントの概要

4 6.胸部・肺の身体構造と機能/フィジカ 講義

ノレアセスメント

5 7. 胸部・肺のフィジカルアセスメント 演習

呼吸機能・呼吸運動の観察、呼吸音の聴

診など

6 8.心臓・循環系の身体構造と機能/フィ 講義

ジカルアセスメント

7 9.心臓・循環系のフィジカノレアセスメン 演習

ト

循環機能の観察、脈拍測定、心音の聴診

など

8 10.腹部・消化器系の身体構造と機能/フ 講義

ィジカノレアセスメント

9 11.腹部・消化器系のフィジカルアセスメ 演習

ント

腹部の形態の観察・打診・触診、腸嬬

動音の聴診など

10 12.筋・骨格系の身体構造と機能/フィジ 講義

カノレアセスメント

11 13.筋・骨格系のフィジカルアセスメント 演習

関節可動域、筋力テスト、 .ADLなど

12 14.脳・神経系の身体構造と機能/フィジ 講義

カノレアセスメント

13 15.脳・神経系のフィジカノレアセスメント 演習

全身、顔面、口腔内の観察、反射など

5項目の演習、および 2項目(腹部・消化器

系と脳・神経系)の講義を担当した。

前述のようにこの科目は、知識だけではな

く技術の習得も目的としている o そこで講義

を行う上で工夫したことは、技術面での習得

には、視聴覚教材の利用が効果的であると考

え、教科書の内容に沿いながら図で示しであ

る部分を確認し、スライド、 VTR、DVDを活用

した点である。

また、技術習得は、授業時間内だけでは困

難であるため、講義から演習までの 1週間に

実習室を開放し、学生聞で練習できるように

し、自主練習の用紙を作成した。

また、演習では、実施内容に応じて数名グ

ノレープや 2名 1組の編成とし、実際に体験で

きるように時間配分を考え、習得して欲しい

技術、体験しておいて欲しい技術を精選し演

習項目とした(図 1)。

11師・摘化器請のフィジカルアセスメント

伝暗番号 盟議畠圭

演習日 平成田年6A

畢車掌且一一一ー一一岨

自毒練習日/主総趨時間 よ J聞 珂/ 分間、 R 日/ 分間

項閤 内容・結操

冊官隊 食欲 t有無〉

軍心[有・婿) 噌吐〈有者養}

最近。排便 国L 日 盟誼

腹痛{有・鰻〉

申有=辛いつ( 〉郊他( ] を位置 〈 }食事との関係{ } 

神霊長陣嘗〈有・9層1
服部の苧惰鐸[有』鱗1 牢有司いつ f )部位(

観賞多 皮膚の拠常 {有・僻7 牢有司郎位【 }状鎗(

腹部傘件。の観鰯 怠右〈対称・非対朝

異常な臨阻{者・線】 権有=季節位{

腕 領位{有・無}

表扇の動き 過剰な大動脈拍動 t省 E 無1

輔副運動 {宥・無}

聴診 腸輔勤審(聴診部位・をお国に担入) 輔自珍節位を記入

聴取踊IJI:( / 分 )

i 聴克也取菅(有・(無] 融措(宥‘無 楠失 t有・無]

血管持寄(聴診部位①-(1)を右閣に血λ)

①麓術大動眠領峻 {有・ 4無〉

@右鴨勘脈領埴 (有・1冊
喧出腎勘肺領域 {有・祭)

@布陣骨動脈制緩 【有ー鵠)

⑤且鴫11"動車求額壊 【有録}

申右大自動蹄咽級 【有ー無}

Me大量量動晴個鳩 【有‘無]

打診 腹部の打惨

設宥の聴車部i立{

由昔の聴敏郎位 1

肝臓の大舎さの権宣

お飲酒中央蝿上 火きさ〈 】岨 異常(有・朝

鉄噛テスト 披動(有・鰻)

融鯵 E柿 {省・掃] 専有司際世〔

商傑防明 (被r.無]

反蛾描 (脊・無]

極端 f有・無] 事有暗部位{

野輔の拙知 【有・無]

図 1 腹部・消化器系の演習時間に

使用した用紙

演習までの期間に自主練習を課したことで、

演習時には配布プリントに記載しである項目

を、再確認し実施することになる。自主練習

で知識および技術の習得ができている学生は、

演習時には教科書を見なくても実施できるは

ずである。しかし、演習時の様子から自主練

習が不十分であった学生もいたと考えられた。

盛永ら (2007) は、 CAI教材を開発し、概ね

満足できる内容で自己学習に有用であるとし

ていることから、今後、自主練習用の教材開

発の検討も必要である。また、自主練習時も

できるだけ教員がその場で確認および指導が

行える体制が望ましいと考える。また演習時

の意見として、肝臓の触知が難しいなどがあ

り、臨床場面で看護師が実施する頻度も考慮

。。
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し、どこまで大学の教育として必要か、検討

していきたいと考えている。

次に、今年度が最後となる旧カリキュラム

のへノレスアセスメントは、 3年次生が履修対

象であるため、 2年次生のフィジカルアセス

メントに加えて簡単な事例紹介を行い、その

事例に必要なアセスメント内容とその根拠に

ついて考えさせる事前学習を課した。事例紹

介から読み取れる内容から事前学習をするも

のであるが、提出されたレポートの中には、

事例を無視し、教科書からの転記内容になっ

ているものがあった。このことから課題につ

いては、何を学習すべきか、何を記載すべき

か学生全員にわかりやすく、より具体的な説

明が必要であったと考える。しかし、事例を

提示したことで、疾患の理解やアセスメント

について、学習内容が深まっている記載も多

くみられ、後期の実習に向けての習得状況を

感じ取れた。

2. 総合看護学実習

との科目は、 4年次生が履修する科目で、

目的は教育要項から「変化する社会の多様な

ニーズに対応できる創造的、探求的問題解決

能力の基盤を高め、看護の対象となる人々の

QOLの向上を支援する看護実践能力の進展を

図る」ことである。学生は、希望調査により

各領域に配置され、今年度に成人看護学領域

で履修する学生は、急性期 8名、慢性期 9名

の合計 17名であった。そのうち急性期 4名を

担当した。担当した病棟での 2週間の実習ス

ケジューノレを示す(表 4)。

成人看護学領域での実習目標は、複数の患

者を受け持ち看護展開すること、保健・医療・

福祉との連携や協働について理解すること、

医療安全・危機管理について理解することな

どであった。

実習病棟へは、事前に研修を行い調整した。

学生 1名に受け持ち患者 2名とし、 1名は周

手術期の患者、もう 1名は術後経過が長く比

較的状態が安定している患者を選定してもら

った。医療安全・危機管理に対する目標に対
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表 4 総合看護学実習 実習スケジュール

週 曜 実習内容

月 病棟付エンテーション、患者紹介、情報収集

1 火 看護実践、初期計画立案、カンファレンス

週 水 (学内)情報収集のまとめ、初期計画立案

目 木 看護計画の実施・評価、カンファレンス

金 看護計画の実施・評価、カンフアレンス

月 看護計画の実施・評価、カンファレンス

2 火 看護計画の実施・評価、カンフアレンス

週 水 看護計画の実施・評価、カンファレンス

目 木 看護計画の実施・評価、評価カンファレンス

金 (学内)実習のまとめ、面接、記録提出

しては、病院の管理マニュアノレを閲覧し、転

倒予防装置の実際場面から指導していただく

ことができた。継続看護については、ストー

マ外来に行き、認定看護師からのアドバイス

を直接受ける機会も設定していただけた。

学生は、 2名を受け持つことで優先順位を

つけることの難しさ、時間配分や看護師との

調整の困難さも感じていた。しかし病棟指導

者をはじめとする担当看護師のご指導、ご配

慮もあり、徐々に日々の看護について看護問

題、看護目標との関連、看護計画における目

的、実践方法を明確にしていくことができた。

またそれによって、優先順位や動線を考えた

看護実践の順序、担当看護師への報告時間な

ども自己で考え行動できるようになっていっ

た。教員は、それぞれの患者の看護展開につ

いて実習記録は必ず毎日確認を行い、知識・

理解が不十分な部分を補うとともに、学生の

実習態度や健康面などに注意を払い、実習が

円滑に運ぶように配慮、を行った。以上のこと

から学生は、学習課題を明確にし、日々の計

画、実施、評価、そして新たな計画の立案な

ど一連の看護展開を患者の個別性に合わせて

行うことができ、学びが深まり有意義な実習

であったと感じていた。病棟のカンファレン

スに学生が受け持っている患者の議題を提出

する形式で参加させていただく機会も持てた。

また、点滴管理や受け持ち患者以外のガーゼ
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交換などこれまでの実習ではあまり体験でき

なかった技術も経験できた。 3年次の成人看

護学実習で残していた自己の課題を克服でき

た学生もいた。これらのことから、学生にと

って最後の臨地実習は実りの多いものとなっ

たと言える。

今回の実習では、担当学生が 4名と少数で

あり、教員が学生個々に十分時間をかけて指

導を行えたことも関係しているが、原田ら

:(2009) も述べているように、病棟指導者か

もλ情報の提供や実習方法についての調整を密

にしていただけたことが学生の成長につなが

っ免と考えられるt 今後も、病棟指導者、担

当看護師と連携し、有意義な実習が行えるよ

うに環境を整え、教育していきたいと考えて

いる。

3. 成人看護学援助論 I

旧カリキュラムでは 2年次の通年で行われ

ていたが、新カリキュラムでは、 2年次後期

""""'3年次前期へと履修時期が変更された科目

である。この科目については、主担当となり、

平成 22年度に開講される 2年次後期 30時間

については、 l人で担当することになった。

後期は成人看護学実習 Iもあり、同時進行で

行う必要があった。

そこでまず、科目をどのように組み立てて

いったらよいか今年度配布されている教育要

項(表 5)をもとに検討していった。

学生には、すでに教育要項が配布されてい

るため、内容をできるだけ変更しないように

した。成人看護学援助論 Iは、大きく周手術

期看護、クリテイカノレケア看護に分かれるた

め、授業進度もまず周手術期看護、次にクリ

テイカノレケア看護と分け整理した。次に演習

については、学生を少人数のグループに分け

て実施するため、担当する教員も複数必要と

なる。しかし、成人看護学領域の教員は、 3

年次後期の実習(成人看護学実習 I、成人看

護学実習 n)をそれぞれ 15週間、担当してい

る。できる限り実習に支障をきたさないよう

にするためには、前期に演習を組み込むこと

とした。その結果、演習は、授業の後半、す

なわち 3年次前期に集中させることになった。

そして、最後に事例による看護過程の展開を

行い、 3年次後期の成人看護学実習 Iに繋げ

ていく計画に変更した(表 6)。

表 6に示した 1""""'11回が周手術期看護であ

り、 12"""'"17回がクリテイカノレケア看護、 18"""'"

27回がt演習を主とした授業内容となり、その

うち 23""""'27回が事例による看護過程の展開

である。

現在までに、 11困が終了した。 1""""'4回が周

手術期看護の総論、 5""""'10回が周手術期看護

の各論、 11回は周手術期看護のまとめである。

次に、各回における授業内容を示す。

1回目は、学習目標を「手術侵襲と生体反

応を理解する」、「麻酔f去を理解する」とした。

手術侵襲と生体反応では、神経・内分泌反応

とムーアの分類、麻酔法では、麻酔の種類と

特徴、麻酔導入時と覚醒時の看護を中心に述

べた。 2回目は、手術前・中の看¥護である。

手術前の看護として、外来看護の役割、手術

前検査と観察、手術の説明と同意、入院後の

オリエンテーション、手術前日までの看護と

手術当日の看護などを述べた。手術中の看護

として、基本的な手術体位とその影響、手術

室看護師の役割、手術室の環境などを述ιべた。

3回目は、手術後の看護として、術直後から

24時間以内におこりやすい合併症とその看

護について述べた。 4回目は、術後回復過程

と術後合併症予防への看護について述べた。

2""""'4回目の授業は、スライドを併用‘し授業

資料は、パワーポイントで作成したものとし

た。スライドで表示することで授業の進行が

わかりやすく、かっ視覚的にも配布資料では

不足する写真や図などがカラーで表示できる

利点がある。

5"""'" 6回目は、肺癌患者の看護として、学習

目標を「呼吸器系の構造と機能について理解

するJ、「肺癌の病理、症状、検査、診断、治

療について理解するJ、「肺切除術を受ける患

者の看護を理解する」とした。授業資料の工

夫として、手術体位や切開方法、手術で使
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表 5 教育要項に記載されていた

成人看護学援助論 I 授業計画

回 授業内容 授業

形態

1 成人看護学援助論 I ガイダンス 講義

成人看護学で用いるデータベースの枠組

ゴードンの機能的健康パターン

2 1.クリテイカルケアを必要とする患者の看 講義

護

1)クジテイカルケアの概念

3 2)救急時の看護 講義

4 3)ICU・CCUの看護および危機介入 講義

5 4)家族への看護 講義

6 2. 周手術期看護 講義

1)周手術期看護の特徴

2) 手術前・中の看護 VTR 

7 3)手術後の看護 講義

術後 24時間以内の観察と援助

8 4)術後回復過程と術後合併症予防への看 講義

護

9 3.呼吸機能障害をもっ患者の看護 ① 講義

10 呼吸機能障害をもっ患者の看護 ② 講義

肺癌患者の看護

11 4.消化・吸収障害患者の看護 講義

事例紹介:胃癌患者 演習

12 消化・吸収障害患者の看護 演習

①情報の解釈・分析 ②関連図

13 消化・吸収障害患者の看護 演習

③看護上の問題・目標 ④看護計画

14 消化・吸収障害患者の看護 演習

⑤看護過程の発表・討議

15 5.脳・神経機能障害をもっ患者の看護① 講義

16 脳・神経機能障害をもっ患者の看護② 講義

くも膜下出血患者の看護

17 6.救命救急処置 心肺蘇生法・ 2次救命処置 演習

18 気道クリーニング・呼吸訓練法 演習

19 7.循環機能障害患者の看護 講義
F一.，_.，.守、，

事例紹介 演習

20 循環機能障害患者の看護 演習

①情報の解釈・分析 ②関連図

21 循環機能障害患者の看護 演習

③看護上の問題・目標 ④看護計画

22 循環機能障害患者の看護 演習

⑤看護過程の発表・討議

23 8. 運動機能障害をもっ患者の看護① 講義

24 運動機能障害をもっ患者の看護② 講義

25 9.人工紅門患者の看護 講義

事例紹介:直腸癌患者 VTR 

26 ストーマケアの実際 演習

27 10. 性機能障害患者の看護 講義

乳癌患者の看護
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表 6 平成 22年後期'"'-'23年前期

成人看護学援助論 I 授業計画

回 授業内容 授業

形態

1 成人看護学援助論 I ガイダンス 講義

周手術期看護① 周手術期看護の特徴

2 周手術期看護② 手術前・手術中の看護 講義

3 周手術期看護③ 手術後の看護 講義

4 周手術期看護④ 手術後の看護 2 講義

5 呼吸機能障害をもっ患者の看護 講義

肺癌息者の看護①

6 呼吸機能障害をもっ患者の看護 講義

肺癌患者の看護②

7 消化・吸収障害患者の看護 胃癌患者の看護 講義

8 消化・吸収障害患者の看護 講義

大腸癌愚者の看護

9 性機能障害患者の看護 事L癌愚者の看護 講義

10 運動機能障害をもっ愚者の看護 講義

人工股関節置換術を受ける患者の看護

11 周手術期看護のまとめ VTR 講義

12 クリテイカルケアを必要とする患者の看護① 講義

クリテイカノレケアを必要とする患者・家族

の特徴

13 クリテイカノレケアを必要とする患者の看護② 講義

ICU・CCUの看護および危機介入

14 クリテイカノレケアを必要とする愚者の看護③ 講義

救急看護

15 脳・神経機能障害をもっ患者の看護 講義

くも膜下出血患者の看護①

16 脳・神経機能障害をもっ患者の看護 講義

くも膜下出血患者の看護②

17 循環機能障害愚者の看護 講義

急性心筋梗塞患者の看護

18 救命処置・手術前後の援助① 講義

19 救命処置・手術前後の援助② 演習

20 救命処置・手術前後の援助③ 演習

21 ストーマ造設術を受ける患者の看護① 講義

22 ストーマ造設術を受ける患者の看護@ 演習

23 事例 胃癌患者の看護過程① 講義

事例紹介、情報の整理 演習

24 事例 胃癌J患者の看護過程② 演習

情報の分析、関連図、看護問題抽出、看護

目標、看護計画

25 事例 胃癌愚者の看護過程③ 演習

情報の分析、関連図、看護問題抽出、看護

目標、看護計画

26 事例 胃癌患者の看護過程④ 演習

情報の分析、関連図、看護問題抽出、看護

目標、看護計画

27 事例 胃癌患者の看護過程⑤ 演習

看護過程の発表・討議
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用されるダブルノレーメンチュープなどの図を

挿入し、視覚的に理解しやすくした。また、

看護については、教科書に沿いながら実習で

の看護展開も意識し、術前・術後のアセスメ

ント、看護問題・看護目標、看護活動を対応

させて作成した。また、胸腔ドレーンの管理

や術前・術後の経過表なども挿入した。各手

術における看護を述べるには、図表を挿入す

ることが効果的であると考えられ、このため

5回目からの授業では、配布資料と授業用の

スライドは別に準備を行った。もちろん授業

の資料に沿ってスライドを準備し、資料に載

せていない箇所はできるだけ少なくした。 7

回目は、胃癌患者の看護で、学習目標を「胃

の構造と機能について理解するJ、「胃癌の疫

学、分類、症状、検査、診断、治療について

理解するん「胃切除術を受ける患者の看護を

理解する」とした。肺切除術同様、視覚的に

理解が得やすいよう、ボールマン分類、胃切

除術後の再建法、クリテイカルパス、胃切除

術を受けた患者指導用のパンフレットなどの

図表の挿入や資料の添付などを行った。 8回

目は、大腸癌患者の看護であり、学習目標を

「大腸の構造と機能について述べることがで

きる」、「大腸癌の病態生理、症状、検査、診

断、治療について述べることができるJ、「大

腸切除術を受ける患者の術前の看護について

説明することができる」、「大腸切除術後の合

併症について理解する」、「大腸切除術を受け

る術後の患者の看護について説明することが

できる」とした。これまで同様、術式やクリ

テイカルパスなどの図表を入れた。また、ス

トーマ造設の有無により、看護も異なってく

るため、術前・術後とも、看護問題・看護目

標・看護活動の各項目に<人工虹門を造設す

る愚者>の場合を追加し表記した。 9回目は、

乳癌患者の看護であり、「乳房の構造について

述べることができる」、「乳癌の病態生理、症

状、検査、診断、治療について述べることが

できるJ、「乳房切除術を受ける患者の術前の

看護について述べることができるJ、「乳房切

除術を受ける患者の術後の看護について述べ

ることができる」とした。ここでも、術式や

クリテイカノレパスに加えて、センチネノレリン

パ節生検、術後のドレーンの位置、リハピリ

テーション、セルフマッサージなどの図表を

入れた。 10回目は、人工股関節置換術を受け

る患者の看護であり、学習目標として、「人工

股関節置換術の適応および合併症について理

解する」、「人工股関節置換術を受ける患者の

術前の看護を理解する」、「人工股関節置換術

を受ける患者の術後の看護を理解する」とし

た。ここでは、排骨神経の走行、変形性股関

節症の変形部位、大腿骨骨折の分類、術後脱

臼を起こす禁忌肢位などの図表を入れた。 11

回はこれまでのまとめとして、周手術期の看

護について VTR視聴を行った。

これまでの授業で、学生から肯定的な意見

として、わかりやい、知識が深まった、実習

に活かしたいなどがあった。また、実際の経

験談などは興味深く学生の心に響くようで、

感想なども聞かれている。改善を要する意見

として、スライドの資料も配布して欲しいと

の意見がある。しかし、資料の内容と授業の

スライドが全く同じであると、学生に授業で

の緊張感が不足しがちとなる可能性もあり、

授業中に必要な部分はメモを取るという能力

が向上しないと考える。臨床場面では、適時

メモを取ることが要求される。授業を受けな

がら各自が、不足している知識や感じたこと

など書きとめる能力も養ってほしいと考えて

おり、できるだけ書き写す時間的な配慮など

を行いながら、配布資料に工夫を行っていき

たいと考えている。また、小野ら (2009) が

述べているように講義は一方向になりがちで

あるが、双方向的な授業展開を意識する必要

がある。

4. 成人看護学実習 I

成人看護学実習 Iの目的は、「周手術期にあ

たる患者・家族を身体的・心理的・社会的に

統合して理解し、各期に応じた看護を実践す

るための能力を養う」ことである o 3週間の

実習スケジューノレを示す(表 7)。
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表 7 成人看護学実習 I 実習スケジューノレ

週 耀 実習内容

月 手術室・ ICU・病棟付エンテサョン、情報収集

1 火 情報収集・看護実践、カンフアレンス

週 水 (学内)情報収集のまとめ、初期計画立案

目 木 看護計画の実施・評価、カンファレンス

金 看護計画の実施・評価、カンファレンス

月 看護計画の実施・評価、カンファレンス

2 火 看護計画の実施・評価、カンファレンス

週 水 (学内)看護過程の見直し

目 木 看護計画の実施・評価、ケースカンファレンス

金 看護計画の実施・評価、ケ}スカンファレンス

月 看護計画の実施・評価、ケースカンフアレンス

3 火 看護計画の実施・評価、ケースカンファレンス

週 水 (学内)看護サマリーの作成

目 木 看護計画の実施・評価、評価カンファレンス

金 (学内)実習のまとめ、商接、記録提出

学生は 16名を基本 1グループとし、 5グル

ープに分かれている。 16名の学生は、 2病棟

に分かれて成人看護学実習 Iを履修している。

そのうちの 1病棟を担当することになってお

り、 12月までに、 3グループの実習が終了し

た。

実習前の準備として、まず 7月に全体オリ

エンテーションが実施され、 3年次後期の実

習について各領域から説明が行われている。

成人看護学実習 Iは、 2病棟に分かれて実習

するため、この時点で実習病棟を知らせた。

実習病棟ごとに特徴、入院患者の疾患などの

事前学習課題と、病棟で受け持つ可能性のあ

る事例を提示し、演習課題を記載した 2枚の

用紙を配布し説明を行った。事前学習課題に

ついては学生各自で取り組み、演習課題につ

いては、菊池ら (2005) が述べているように

自己演習も大切であることから、夏休み期間

を利用し、実習グループごとに取り組めるよ

う実習室を開放した。また、実習前週に直前

オリエンテ}ションを実施し、受け持つ予定

の患者について年齢、性別、疾患名、手術予

定日、予定術式、既往歴などの情報提供をし
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ている。ここで、学生は受け持ち患者を決定

し、紹介された患者情報から実習初日までに

追加学習をするよう指導している。具体的な

追加学習は、受け持ち患者情報から、アセス

メントを行い、術前・術後に予測される問題

点の抽出、看護問題ごとの看護目標、看護計

画の立案を実習初日までに行っておくことで

ある。この時点では、これまでに学習してい

る内容を再確認し、疾患・術式から考えられ

る標準的な看護計画の準備を求めている。実

際に病棟で患者紹介を受け、情報収集するこ

とで、追加された情報に伴うアセスメント、

看護問題・目標・計画が適時追加・修正され

ることになる。それを繰り返し、個別性のあ

る看護実践が行えることがこの実習の目的で

ある。周手術期の看護は、術前、術直後、回

復期へと患者の状態変化が激しい。そのため、

学生が患者の状態に応じて看護実践を行うた

めには、事前準備が非常に大切である。一般

的な知識が不足していては、患者の状態に追

いつかず、学生の看護展開が後追いになる可

能性が高い。もちろん、実習中に予測しにく

い状態変化が起こり、計画を修正し、後から

理解できたという部分も出てくることも当然

あり得る。しかし予測できる範囲の看護計画

は立案し、実習初日を迎えて欲しいと考えて

し、る。

実習初日は、手術室、 ICU、病棟のオリエン

テーションで時間がほとんど費やされる。受

け持ち患者の多くは、実習 1週目の水曜日・

木曜日、または 2週目の月曜日に手術を受け

る。このため、実習初日に受け持ち患者が不

在という現状もある。入院されていれば、患

者紹介、情報収集を行い、翌日から看護展開

を行っていくことになる。入院されていない

場合は、入院されるまで、術後患者のシャド

ーイングや術後ベッド作成などが行えるよう

に、病棟指導者が中心となり調整をしていた

だいている。また、受け持ち患者が医師から

の説明などを受ける場合には、学生も参加で

きるように配慮していただいている。これに

より、受け持ち患者の状態把握に役立ち、受
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け持ち患者不在の場合も、臨床でしか学べな

い看護の実際や、臨床の場を提供していただ

き、有意義な時間となっている。

学内日は、個別に看護展開の状況を確認し

ている。 1週目は初期計画が立案できること、

2週目は看護過程の展開ができていること、

これからの看護計画が明確になっていること、

3週目の水曜日は看護サマリーが作成できる

こと、 3週目の金曜日は、自己評価が行えて

いることを目標にしている。病棟でも個別指

導は行っているが、看護実践や担当看護師か

らのアドバイスを優先してほしいと考えてお

り、学内日の時間も貴重である。

カンファレンスは、実習前半に学生がテー

マを決めて行うテーマカンファレンス、実習

後半に学生全員の受け持ち患者について、資

料を作成した上で行うケースカンファレンス

を実施している。実習前半に行うカンフアレ

ンスのテーマは、学生間で話し合い決定する

ように指導しているが、連絡調整が不十分で

あったり、司会進行に戸惑ったりする場面も

見受けられる。しかし、実習進行に伴って、

実習中の疑問や関心、それぞれの体験からの

共有などができている o また、ケースカンフ

アレンスでは資料を簡潔にまとめすぎ、必要

な情報が入っていないこともあった。資料を

他人にわかりやすく作成するのは難しいが、

これも良い学習の機会となっている。またカ

ンファレンスを通じて、理解が不十分だった

点なども明確となり、病棟の方針との相違に

ついても指導者から的確なアドバイスがいた

だけ、計画の追加・修正が行いやすくなって

いる。

最後に、看護職を目指している学生に、実

習を通じて学んで欲しいことがある。それは、

「誠意」である。患者は、手術を受けるため

に入院され、その直後に学生の受け持ちにつ

いて説明を受け、承諾をいただいている。手

術前後という非日常的な状況にもかかわらず、

学生の立場を理解し、ご配慮いただいている

ことを感じとってほしい。学生は、実習目標

を達成することも大切であるが、患者から多

くの教訓をいただいていることも気づかせる

教育をしていきたいと考えている。是非とも

誠意ある態度で実習に臨んでほしい。人間対

人問、誠意は伝わるものである o

llI.おわりに

平成 22年は、成人看護学領域にとって教員

変動の激しい年であった。年度途中の採用者

が 2名となり、担当する授業内容、実習配置

が決定されるまでに時間がかかり、余裕を持

って準備が行えなかったことは残念である。

しかし結果的に、多くの経験ができ、自己研

鎖につながったのではないかと考えている。

それぞれの科目での課題を見つめ直し、今後

も学生の反応、病棟との連携を大切に、教育

活動を行っていきたい。今回は、成人看護学

領域が担当している 5科目についての振り返

りを行ったが、看護学特論、卒業研究につい

ても多くの示唆が得られた。ここで 1年目を

振り返る機会が持てたことを感謝したい。
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